
人 口 20,898人 

世 帯 数 9,803世帯 

対 象 校 

及  び 

児  童 

生 徒 数 

柳井中学校 588人 

柳井小学校 524人 

柳北小学校 105人 

柳東小学校 250人 

日積小学校 47人 

伊陸小学校 67人 

平郡東小学校 2人 

 

 

 

 

 地域の概要  

本校区は、穏やかな瀬戸内海の海沿いにあり、スポー 

ツの盛んな市の中心に位置しています。江戸時代に商人 

の町として、にぎわいを見せた静かなたたずまいの「白

壁の町並み」は、本校の校区内にあり、柳井市民のシン

ボルとなっています。 

平成 17年４月に、柳井中学校・日積中学校・伊陸中学 

校が統合し、新しい「柳井中学校」として生まれ変わり 

ました。現在の校区は、小学校６校の校区と広範囲にわ 

たり、スクールバス４台による登下校等、様々な変化の 

中で、真の学び舎づくりをめざしてスタートしました。 

 

 

あ組織の内容  

  柳井中学校区では、平成 24 年度に 

子どもたちの 15 年間の育ちや学びを

地域ぐるみで支えることを目的として、

「しらかべネット」を立ち上げました。 

「しらかべネット」統括コーディ 

ネーター、 各学校長、各学校運営協

議会会長、事務局、市教委担当者で構

成する「しらかべネット推進委員会」

を母体としています。 

平成14年度からの学校支援ボランテ

ィア制度を中心に、校区内の地域との

ネットワークづくりをめざしています。 

 

 

 

  特色・重点的な取組     

  今年度は、共通の活動テーマを「花」として、「地域とともに咲かせよう」をスローガンに取り組ん

でいます。これは、従来から各学校が取り組んでいる花いっぱい運動を、地域との連携の視点をもって

更に活性化させようというものです。各学校の道路に面した花壇の整備をしたり、栽培した花の種を地

域に配ったりすることで、花づくりで地域との絆
きずな

づくりを深めることができるのではないかと考えまし

た。 

  柳井中学校区が６小学校を抱えた広範囲にわたるため、各小学校区で地域とのネットワークづくりの

拡大を図るとともに、この中学校区で事業を充実したものに築き上げるには、小中連携、小小連携の視

点をこれまで以上に重要であることを再認識し、その協力体制の組織づくりをめざすことにしました。 

また、昨年度から行っている柳井まつりでの「しらかべネット子ども広場＆市子連子どもフェスティ

バル」は内容を更に充実させて実施すること、新たな取組として地域における子ども会活動の活性化と

子どもたちのリーダー性を培うための「しらかべネット子ども会 子ども塾」を開催することを決めま

した。 

 子どもたちの育ちや学びを地域で支える「しらかべネット」 
 ～小・小間、小・中間のしなやかなつながりをめざして～ 【柳井市 柳井中学校区】 

 

 

 

 

 

 

 
「しらかべネット」マスコットキャラクター 

「くるりんぎょ」 



  主な活動の紹介   

【活動事例１】柳井小・柳東小・柳井中合同研修会 

３校の教育的な課題を共有し、その解決をめざした協議や専門的知識の習得とともに、９年間を見

通した指導体制の確立をめざして、３校の教職員による研修会を夏季休業中に開催しました。全体会

では市教委指導主事による「学びのサイクル」、分科会では特別支援教育部、教科指導部に分かれて

研修・情報交換を行いました。 

【活動事例２】「しらかべネット子ども会・子ども塾」の開催 

柳井中学校区の子ども会リーダーの６年生を対象にして、年２回（８月、12月）開催しました。「し

らかべネット」統括コーディネーター、市教委社会教育主事、小・中学校の教員が指導者となり、自

己紹介や仲間づくりゲームを行いました。各子ども会によって、参加者数にばらつきがありましたが、

様々なエクササイズを通して、人間関係を深めることができました。これから柳井中学校に進学する

子どもたちが、仲間意識をもち、顔なじみになることによって、中１ギャップの解消につながったり、

子ども会活動が活発になったりするなど、意義のある活動として位置付けました。 

【活動事例３】「しらかべ学遊館放課後子ども教室 夏休み勉強会」へのサポート参加 

  昨年度から実施している勉強会に、指導者の一員として、退職教員、高校生とともに柳井中学校の

生徒 14 人が参加しました。指導にあたった中学生は、小学生に教えることの難しさと学ぶことの重

要性を感じ取っていました。 

【活動事例４】「花」を通した地域との絆
きずな

づくり 

多くの学校が学校育苗ボランティア制度を利用し、花づくりに取り組みました。これは、やまぐち

フラワーランドや山口県花き振興センターと連携した事業です。花の種と育苗資材の提供を受けた学

校が、育てた苗を自校の花壇に植えたり、地域の公共施設などで活用してもらったりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  成果と課題  

小・中合同研修会では、小学校教員が中学校のめざす生徒像や教育活動、学校の現状を知ることが

でき、小学校６年間を見通した学年段階に応じた指導の必要性を認識しました。このことが、義務教

育９年間のなめらかなつながりになるものと確信しました。 

本研修会を次年度以降、柳井小・柳東小だけでなく、柳井中学校区内全小学校に広げ、「子どもの

元気創造」「学びの基礎・基本」「地域連携の促進」の３つの視点で小小連携・小中連携を深めてい

く予定です。 

花を通した地域との絆
きずな

づくりでは、学校育苗ボランティア制度を活用する学校が年々増えています。

今後も、花づくりを通して学校支援ボランティアとふれあいを深め、育てた花を通して地域との交流

を広げていきたいと考えています。 
 
 今後の取組   

これから上記３つの視点での小小連携・小中連携を推進していくにあたり、各校での取組体制の確

立が急務となります。また、学校間だけでなく、各学校運営協議会相互のつながりを深めるために、

「しらかべネット」の組織の見直しや、学校支援ボランティアを中心とした地域の方々の支援体制の

再編成に向けて取り組んでいく予定です。 

「しらかべネット」子ども会・子ども塾 夏休み勉強会 


